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C
⑴ 7£ (¡6) = ¡7£ 6

= ¡42

⑵ 3
2
x¡ 2

3
x = 9

6
x¡ 4

6
x

=
5
6
x

⑶
(¡21x2y)¥ 3xy = ¡21x2y£ 1

3xy
= ¡7x
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⑷ U 4x¡ 5y = 7 Ý①
2x+ 3y = ¡2 Ý②

①¡②£ 2より
4x¡ 5y = 7

¡) 4x+ 6y = ¡4

¡11y = 11

y = ¡1

②より

2x¡ 3 = ¡2

2x = 1

x = 1
2

よって (x;y) = # 1
2
;¡1;．

⑸ x2 + 5x¡ 36 = (x+ 9)(x¡ 4)

⑹ 2x2 + 5x¡ 1 = 0

x =
¡5§

B

25 + 8
4

=
¡5§

B

33
4

⑺ 120 = 23 £ 3£ 5 = 22 £ 3£ 5より

n = 2£ 3£ 5 = 30

⑻ x = 2のとき

y = 20
2
= 10

x = 4のとき

y = 20
4
= 5

よって，5 ≦≦≦ y ≦≦≦ 10．

⑼ 第 1四分位数は 14，第 3四分位数は 22より
四分位範囲 = 22¡ 14 = 8 点

⑽ 正 n 角形の内角の和は 180± £ (n ¡ 2)．正 n 角形の 1つの内角の大きさは
180± £ (n ¡ 2)£ 1n ．正 10角形の 1つの内角の大きさは

180± £ (10¡ 2)£
1
10
= 144±

⑾ 底面の円周の長さは 2¼£ 5 = 10¼ cm．
半径が 8 cmの円の円周の長さは 2¼£ 8 = 16¼ cm
よって，おうぎ形の中心角は

360± £
10¼
16¼ = 225

±

G

中心角 = 360± £ 底面の半径母線の長さ = 360± £
5
8
= 225±

⑿ ①：Aを通る，直線 OAの垂線を作図する．
②：線分 OBの垂直二等分線を作図する．
③：①と②の交点が Pとなる．
　　①　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ②, ③
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"

C
⑴ 0回以上 3回未満の階級の度数は 3 人，
3回以上 6回未満の階級の度数は 4 人，
6回以上 9回未満の階級の度数は 3 人．
よって 6回以上 9回未満の階級までの累積度数は
3 + 4 + 3 = 10 人

⑵ たろうさんがまとめたヒストグラムから，0回以上 10回未満の階級の度数は 12人である
から，9回未満の階級までの累積度数を引いて
12¡ 10 = 2 人

#

C
⑴ かずきさんが勝つとき，

(かずきさんの玉;よしこさんの玉) =(2; 1)
(4; 1); (4; 3)

(5; 1); (5; 3)

(7; 1); (7; 3); (7; 6)

(9; 1); (9; 3); (9; 6); (9; 8)

の 12通り．それぞれの玉のペアが出る確率は

1
5
£
1
4
=
1
20
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よって，求める確率は
1
20
£ 12 =

3
5

⑵ 玉のペアが出る確率はそれぞれ 1
20
で変わらないから，かずきさんの勝つ場合の数が 10

通りであればよい．
9の玉を替える場合，かずきさんが勝つ場合の数は 8通りであり不適．
5の玉を変えた場合，かずきさんが勝つのは

(かずきさんの玉;よしこさんの玉) =(2; 1)
(4; 1); (4; 3)

(7; 1); (7; 3); (7; 5); (7; 6)

(9; 1); (9; 3); (9; 5); (9; 6); (9; 8)

のようにかずきさんが 5の玉で勝つ 2通りが減るが，よしこさんが 5で負ける 2通が増える．
7の玉を替えた場合，かずきさんが勝つのは

(かずきさんの玉;よしこさんの玉) =(2; 1)
(4; 1); (4; 3)

(5; 1); (5; 3)

(9; 1); (9; 3); (9; 6); (9; 7); (9; 8)

で 10通となる．よって，玉に書かれた数は 7である．

$

C
⑴ ① 3x+ 7

② 5x¡ 3

③ りんごを 7個減らして 3個ずつ配るとちょうど配れるので x¡ 7
3

④ みかんを 3個足して 5個ずつ配るとちょうど配れるので y+ 3
5

⑵ けいたさんの考え方の式から，生徒の人数は

(3x+ 7) + (5x¡ 3) = 140

3x+ 7+ 5x¡ 3 = 140

8x+ 4 = 140

8x = 136

x = 17 人
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りんごの個数は

3£ 17 + 7 = 51 + 7 = 58 個

みかんの個数は

5£ 17¡ 3 = 85¡ 3 = 82 個

%

C
⑴ 点 Aは y = 1

3
x2 上の点で x座標が¡6であるから，y座標は

y = 1
3
£ (¡6)2 =

1
3
£ 36

= 12

よって A(¡6; 12)．
また点 Bの座標は x座標が 3であるから，y座標は

y = 1
3
£ 32 = 3

よって B(3; 3)．

⑵ 直線 ABの方程式を y = ax+ bとすると，A(¡6; 12)を通ることより

12 = ¡6a+ b Ý①

B(3; 3)を通ることより

3 = 3a+ b Ý②

①¡②より

9 = ¡9a

a = ¡1
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②より

3 = ¡3 + b

b = 6

よって AB : y = ¡x+ 6．
C(0; 6)とすると4OAB =4AOC+4BOCより

4OAB =
1
2
£ 6£ 6 +

1
2
£ 6£ 3 = 18 + 9

= 27 cm2

G
y = ax2 の変化の割合の公式を使うと

直線 ABの傾き = 1
3
£ (¡6 + 3) = ¡1

よって AB : y = ¡x+ b．これが A(¡6; 12)を通るので

12 = 6 + b

b = 6

よって AB : y = ¡x+ 6を得る．

⑶ 点 Bの x座標を対称の軸とする点 B0 をとると B0(3;¡3)．AP+BPを最小にする点 P
は直線 AB0 上の点である (図 1)．
AB0 : y = cx+ dとすると，A(¡6; 12)を通ることより

12 = ¡6c+ d Ý③

B0(3;¡3)を通ることより

¡3 = 3c+ d Ý④

③¡④より

15 = ¡9c

c = ¡ 15
9
= ¡

5
3

④より

¡3 = 3£ #¡ 5
3
;+ d

¡3 = ¡5 + d

d = 2

よって AB0 : y = ¡ 5
3
x+ 2．

上式に y = 0を代入すると

0 = ¡
5
3
x+ 2

5
3
x = 2

x = 6
5

よって P # 6
5
; 0;．

4OAB; 4PABの面積をABを底辺と見たとき，4PABの高さは4OABの高さより小さ
い．よって，イ．4OABより，4PABの方が面積が小さい．

⑷ Q(q; 0)とする．4AOC >4BOCであるから qは負の値 (x座標上の x < 0の範囲に
ある)である (図 2)．
直線 AO : y = exとすると，点 A(¡6; 12)を通ることより

12 = ¡6e

e = ¡2

よって AO : y = ¡2x．
直線 AB上で x座標が qのとき，y座標は

y = ¡q+ 6

直線 AO上で x座標が qのとき，y座標は

y = ¡2q

点 Qを通り y軸と平行な直線と，直線 AB; AOとの交点をそれぞれ D; Eとすると

D(q;¡q+ 6); E(q;¡2q)
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線分 DEの長さは

(¡q+ 6)¡ (¡2q) = q+ 6

4AEDで DEを底辺と見ると，高さは

q¡ (¡6) = q+ 6

よって

4AED =
1
2
£ (q+ 6)£ (q+ 6) = 1

2
(q+ 6)2

4OAB = 27 cm2 だから4AED = 1
2
4OABより

1
2
(q+ 6)2 = 1

2
£ 27

(q+ 6)2 = 27

(q+ 6) = §
B

27

q = ¡6§ 3
B

3

0 > q > ¡6より q = ¡6 + 3
B

3．よって Q(¡6 + 3
B

3; 0)．

　
図 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図 2

&

C
⑴ <証明> 4ABFと4ADGにおいて，共通な角より

ÎBAF = ÎDAG Ý①

仮定より

ÎACD = ÎDCB Ý②

弧 AEに対する円周角は等しいから

ÎABF = ÎACD Ý③
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②, ③より

ÎABF = ÎDCB Ý④

DA Í BCより錯角の関係から

ÎDCB = ÎADG Ý⑤

④, ⑤より

ÎABF = ÎADG Ý⑥

①, ⑥より，2組の角がそれぞれ等しいので4ABFÍ4ADG．

⑴ ①
⑴の証明より4ACDは AC = ADの二等辺三角形である．よって AD = 7 cm．
DA Í BCより4ADGÍ4BCG(証明略)であるから AG : GB = AD : BC = 7 : 5．
よって

AG = 6£
7
7 + 5

= 6£
7
12

=
7
2
cm

②
①と同様にして

DG : GC = 7 : 5

4ABFÍ4ADGより

AB : AF = AD : AG

6 : AF = 7 :
7
2

7AF = 21

AF = 3

よって DF = AD¡AF = 7¡ 3 = 4 cm．
4EFDÍ4EBC(証明略)であるから

DE : EC = DF : BC

= 4 : 5

以上より*1U DG : GC = 7 : 5 = 21 : 15
DE : EC = 4 : 5 = 16 : 20

よって

DE : EG : GC = 16 : 5 : 15

'

C
⑴ 4EABは 1辺が 4 cmの正三角形である．
ABの中点をMとするとき，EM ? ABで EM = 2

B

3 cm．よって

*1 7 + 5 = 12; 4 + 5 = 9で，12と 9の最小公倍数は 36であるから，7 : 5を 3倍，4 : 5を 6倍して両方の
比の数の和を 36に揃える．
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4EAM =
1
2
£ 2£ 2

B

3

= 2
B

3 cm2

⑵ 4AMN =
1
2
£ # 1
2
£
1
2
£四角形 ABCD;

=
1
8
£四角形 ABCD

よって

正四角錐 P : 三角錐 Q = 1 : 1
8

= 8 : 1

⑶ 正四角錐 Pの四角形 ABCDを底面と見たときの高さを hとする．ACと DBの交点を
OとするとMO = 2 cm．4EMOは EO ?MOの三角形であるから

EO2 = EM2 ¡MO2 = (2
B

3)2 ¡ 22 = 12¡ 4

= 8

EO =
B

8 = 2
B

2 cm (> 0)

h = EOであるから Pの体積を Vとすると

V = 1
3
£ 4£ 4£ 2

B

2

=
32
B

2
2
cm3

よって Qの体積をUとすると

U = 1
8
V =

4
B

2
3
cm3

4EAMを底面としたときの Qの高さを gとすると

1
3
£4EAM£ g = U

1
3
£ 2
B

3£ g =
4
B

2
3

2
B

3g = 4
B

2

g =
2
B

2
B

3

=
2
B

6
3
cm
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